	毛布製造業


毛布の需要は横ばい又は微減傾向で推移してきたが、平成23年は持ち直しに転じた。これは、東日本大震災後、被災地に送付するために、メーカーや流通業者の製品在庫が一掃されたことや、全国の自治体等の災害用備蓄毛布も放出され、その補充が必要となったことが大きい。
ただし、輸入品のシェアが拡大し、国内生産が伸び悩んでいること、原材料等コストの上昇、製品価格の低下傾向から、収益は引き続き厳しい。
業界概要
毛布は、織毛布とマイヤー毛布に分けられる。織毛布は、毛、綿、アクリル、ポリエステル等の素材の糸で織った生地に起毛等の加工を行う。
マイヤー毛布は、織毛布と同様の素材で主に繊細な糸が使用され、マイヤー編機で編み上げた生地に起毛等の加工をしたもので、２枚に張り合わされて重厚で高級毛皮のような風合いがある。近年は張り合わせをせず、一枚もので軽い、ニューマイヤー毛布が増えているが、これは、軽い羽毛布団への対応、収納や持ち運びのしやすさ、家庭の洗濯機で丸洗いが可能といったメリットがあるためである。

　以上の寝具用毛布以外では、応用毛布として、膝掛け、腰巻、肩当て、ガウン、インテリア等を扱う企業がみられる。なお、過去には電気毛布の生地やホットカーペット用カバー等を家電メーカーへ納入する企業がみられたが、現在は家電メーカーが中国やインドネシアで生産するようになっており、生産量は少ない。
平成21年における大阪府内の毛布製造業の事業所数は55、従業者数は524人、製造品出荷額等は84億8,537万円で、対全国比はそれぞれ93.2％、88.1％、86.9％である（大阪府統計課『大阪の工業』、経済産業省『工業統計表（産業編）』、従業者４人以上の事業所）。

大阪府内では、泉大津市、岸和田市、忠岡町、和泉市等の泉州地域に事業所が集積し、産地を形成している。

製品の販売先は寝具専門卸売企業が中心であり、商品ブランドもその卸売企業となっている。近年はカタログ通販業者やネット通販業者経由で高級品を販売する企業もみられるが、この場合は製造業者の自社ブランドが多い。

年間の生産・出荷の動きをみると、毛布は季節商品であるため、３～５月に見本品の試作及び展示会、５月頃より卸売業者の発注開始、７～９月が生産最盛期、９～10月に出荷、11～12月にその冬の気候（暖冬又は厳冬）をみて、追加生産・出荷となる。受注生産であるが、卸売業者の製品引取りや代金支払いの先延ばし、受取手形サイトの長さ、製造業者が自らのリスクで見込生産・在庫する場合もあること等から資金繰りの厳しさが指摘されてきた。ただし、近年は綿毛布といった春夏秋用の商品の生産・出荷があることや、また、寝具専門卸売企業との取引に際して、金融機能を持った商社を介する例が増える等、資金繰り面の厳しさは緩和されている。

生産は下げ止まり　
毛布の国内需要は、冬の気候（暖冬又は厳冬）や消費者の節約志向の変化等によって若干の変動はあるが、概ね横ばい又は微減で推移してきた。これは、寝具全体として買い替えまでの期間が長いことや、各家庭で飽和状態に近いことによる。
国内市場をみると、長期的には輸入品(主に中国製)のシェアが拡大傾向にある一方、国内生産は縮小を余儀なくされてきた。
ただし、23年については需要が持ち直したため、輸入品が後述のように大きく増加し、国内生産も下げ止まり、減少幅が小幅となった。
これは、３月の東日本大震災後、被災地に送付するために、メーカーや流通業者の製品在庫が一掃されたことや、全国の自治体等の災害用備蓄毛布が放出され、その補充が必要となったことが大きい。ただし、メーカーや流通業者から被災地へ送られた毛布は納入価格が抑えられ、また、寄付の部分もあったことから企業業績の向上にはつながっていない。
23年春夏期の流通段階からの仮需は例年に比べると、やや強含みとなり、秋以降も暖冬見通しがあったものの、まずまずの出荷がみられた。このほか、今冬については、省エネのために暖房器具の使用を控えることが望ましいとされたが、その一環として毛布が活用できたこともあげられる。すなわち、寝具用毛布の追加や買替え、応用毛布では膝掛け、部屋着としてのポンチョ等の着用等である。
輸入は増加　
ここ数年の輸入は、数量で微増、金額で微減で推移してきた。しかし、23年１～11月期の前年同期比は数量で20.0％増、金額で30.0％増と例年にない大幅な増加となった（タオルケット等を含む）。これは、前述のような国内需要の持ち直しや円高の影響が大きい。
輸入を行うのは、主に寝具卸売業であるが、近年は大型小売店、家具・インテリア用品量販店の直接買付けもみられる。

輸入品は、数年前まではアクリル毛布が多かったが、アクリル糸の入手難や高騰から現在はポリエステル毛布が中心となっている。
収益は引き続き厳しい
製品価格は低下傾向にある。これは、輸入毛布の値下がり傾向や、かって高額だった羽毛布団の価格下落の影響を受けているといわれる。
23年は前述のように震災関連の荷動きがあったが、これらは主に官公需であり、収益を確保できる価格ではなかったようである。

一方、コスト面では、原糸価格高騰や外注加工費の上昇が目立つ。原糸ではアクリル糸及び綿糸の上昇が目立ち、また、外注加工費では染色加工費が上昇している。

設備投資、雇用は低調　
設備投資は老朽設備の維持・補修にとどまっており、新規に設備等を導入する例はみられない。
雇用面では退職者不補充により、従業者数は微減傾向の企業が多い。23年については、やや人手不足となり、求人募集を行う企業もみられる。
新商品の開発等

ここ数年間での新商品開発の例をみると、紡績メーカーと連携して吸湿発熱繊維の素材を使用した毛布や、夏用では接触冷感素材を使用した綿毛布を開発する例がみられる（接触冷感素材の綿毛布は23年夏期には冷房を控えるのに役立ち、注文が増加）。
マイヤー毛布を生産する企業では、アクリル素材が多い中で、ウール素材のマイヤー毛布を紡績メーカーと共同で開発したり、また、内製している染色整理・プリント工程を活用して、顧客の特注によるオリジナル毛布を企画・生産する例がみられる。

このほか、応用毛布として、ニューマイヤー毛布生地のポンチョ、夜着、履く毛布（保温性に優れ、うたたね寝の際に便利）等を開発し、卸売企業ルートでなく、自らネット販売する例がみられる。
「綿」にこだわりをもち、高級毛布を生産する企業では、紡績メーカーと連携して、アンゴラ混綿毛布、ヤクウール混綿毛布等を開発したり、さらに、伯州綿（鳥取県境港市）とオーガニックコットンのブレンド綿を原料とした綿毛布の膝掛け、ワッフル織りのタオルを生産し、東京の百貨店や自らネット通販で販売する例等がみられる。
分業生産体制の維持
産地では、親機（おやばた）、子機（こばた）と呼ばれる織業者（マイヤー毛布の場合は編立て業者）を中心に、起毛、染色整理、縫製といった専門加工業者が存在し、地域内分業生産体制が形成されてきた。

近年、毛布の生産が減少をたどる中で、これら加工業者も転廃業を余儀なくされてきたが、こうしたなかで、マイヤー毛布の染色整理・プリント加工を専門に行う企業は産地内で１社のみとなった。一貫生産体制で染色整理・プリント加工も内製している企業（１社）以外は、上記の専門加工企業に外注しており、この企業の存続が産地の存続にも関わるという状況にある。

このほか、染色に伴う排水の加工処理費用は染色整理・プリント加工業者が分担して負担しているため、存続する業者の分担金が増えており、これが染色加工賃に転嫁されて外注加工費が高くなるという問題もある。

今後の見通し

国内市場における毛布の売れ筋商品、ボリュームゾーンは輸入品に置き替えられつつある。こうした中、各社とも輸入品と比べた優位性、付加価値の高さを重視した商品づくりに取り組んでいる。さらに、業界団体では、これら商品の販売を支援するために、国内製品に対して「日本製マーク」の表示を進めており、国産品のよさのＰＲに努めている。
なお、高級毛布の国内販売については、従来の卸売企業ルートでなく、通販ルートが多い。この場合、製造業者の自社ブランドで、価格も自社で設定できるが、リスク負担もあるため、販売量は限定されているようである。
　このほか、需要開拓策として、業界団体では高級毛布の輸出振興事業にも取組んでおり、23年の３月と11月には、中国上海の日系百貨店開催のジャパン・フェアで日本製毛布が展示・販売された。　（松岡　信明）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
[image: image1.emf]数量 金額 数量 金額 数量 金額

平成20年 1,053 4,009 1,375 4,260 2,896 9,703

(-20.2) (-15.5) (-3.6) (-1.8) (-13.2)(-10.4)

21年 989 3,699 1,221 3,866 2,621 8,969

(-6.1) (-7.7)(-11.2) (-9.2) (-9.5) (-7.6)

22年 967 3,579 1,155 3,454 2,498 8,235

(-2.2) (-3.2) (-5.4) (-10.7) (-4.7) (-8.1)



その他とも合計

資料：日本毛布工業組合

（単位：千枚、百万円）

　　（　）内は前年比。

毛布の生産高

（注）タフト毛布は現在、ほとんど生産されていない。

織毛布 マイヤー毛布


[image: image2.emf]数量 金額 数量 金額

平成20年 45,540 23,097 119 551

(+4.8) (-3.2) (+15.8) (+53.9)

21年 45,717 20,564 74 270

(+0.4) (-11.0) (-38.0) (-51.0)

22年 48,516 20,157 83 313

(+6.1) (-2.0) (+13.2) (+16.0)

23年１～11月 50,846 23,006 91 425

（+20.0）（+30.0）（+20.8）（+66.6）

（注）統計品別表の品目コードは「6301」。

　　　タオルケット等を含む。

資料：財務省『貿易統計』

　　　（　）内は前年比、前年同期比。

毛布等の輸入と輸出

（単位：千枚、百万円）
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